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　１１月なかばというのにまだまだ暖かい日が続いています。出勤途中、朝日を浴びてススキ

の穂が銀色に輝く景色にきれいだなと感じています。山々に目を向けると、ちらほら色づいた

木も見えますが、全体的には緑色。広葉樹が色づくためには、最低気温が８℃くらいまで下が

る必要があり、なおかつ、寒暖の差が大きい日が続くと綺麗に色づきます。紅葉の季節にはま

 だ少しかかりそうです。

　先日の全校集会で話をしました。今年は、夏の暑さのため、そして夏場に大量に発生してい

たカメムシのせいか柿や栗、ドングリがかなりの不作のようです。この時期になれば、道の脇

で柿が実っているのをあちこちで目にしたものですが、今年はほ

 とんど目にすることはありません。

　木の実が少ないことは、寒い冬を迎えるクマにとっては大問題

です。このような餌不足もあり、１０月下旬ごろから人里でのク

 マの目撃情報が大変増えてきています。

　日頃から各教室で、またメール配信にてク

マへの注意喚起を行っていますが、クマを目撃したら大声を出したりして

てはいけません。もちろん背中を向けて逃げるものいけません。（クマは

時速４０ｋｍ～５０ｋｍで走ります。走るものを追いかける習性もありま

す。）クマを刺激せず、そっとその場から離れることが推奨されています。

普段、本校生徒はクマ鈴を付けていますが、何よりクマには出会わないよ

 うにすることが一番のようです。

 

　１０月１１日（金）但馬内の主な進学先にあたる７つの

高校の先生方にお越しいただき、

３年生の高校説明会を開きました。保護者の方々と一緒に参加した

３年生は、真剣な面持ちで各校の先生の話を聞いていました。高校

進学の選択は人生の大きな岐路です。未来が見えにくい時代だから

こそ、次の３年間を将来生き抜くことができる力をつける３年間に

 すべく、今やるべきことをしっかりと積み重ねてほしいと願います。

 　

  １０月１８日（金）全校生

で校門から連なる花壇の花の

植え替え作業を行いました。円形花壇にはこれから迎える

寒い冬にも鮮やかな彩りを添えてくれる花々が植えられま

 した。しっかり根付き、綺麗な花を咲かせています。

大屋富士

 

 

 



 

１０月３０日（水）大屋小中の６年生登校を実施しました。

大屋小の６年生は朝の始業時から直接大屋中学校に登校し、

１日中学校で過ごしました。担任の先生の授業

に加え、中学校の先生からの授業も受けました。 

前回実施してから日が経っているせいか、最初

はちょっと緊張気味に見えましたが、すぐに緊

張も解け、元気な姿が見られました。来年の入

 学を楽しみにしています。

  １１月２日（土）文化祭を開催しました。当日は各ク

ラスの演劇、合唱、そして吹奏楽部が演奏を披露してく

れました。幕間には有志によるパフォーマンスもあり、短い準備期間でしたが、充実した文化

 祭となったように思います。

　演劇も合唱も生徒たちの準備と練習の成果をしっかりと発揮してくれました。「精一杯頑張

れた。楽しかった」「練習通りにはいかなかったから来年はもっと頑張る」など終わった後の

思いを聞きました。演劇はステージに立つキャストに加えバックの絵などの大道具や小道具、

音響や照明、衣装などそれぞれがそれぞれの持ち場を任され、１つの作品を創りあげていきま

す。また合唱はクラス一人ひとりの歌声が合わさって調和し、１つの歌となります。多くの生

 徒がみんなで創りあげていく難しさ、喜びを感じとってくれたのではないかと思います。

　当日は悪天候のため、保護者の皆様との下校となりました。保護者の皆様にはたくさんご来

 校いただいた上、急なお願いにもご対応いただき、心より感謝申し上げます。

 【準備・練習風景】
 

 

 

 

 

【文化祭当日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


